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平成１９年度 黒松内町の給与・定員管理等について

１ 総括

( ) 人件費の状況（普通会計決算）1

住民基本台帳人口 歳 出 額 実 質 収 支 人 件 費 人 件 費 率 (参考)
区 分

（ 現在） Ａ Ｂ Ｂ／Ａ 年度の人件費率H19.3.31 17

人 千円 千円 千円 ％ ％
年度18

3,335 4,042,781 108,256 521,657 12.9 14.7

( ) 職員給与費の状況（普通会計決算）2
職員数 給 与 費 一人当たり (参考)

区 分 給 与 費 類 似 団 体 平 均
Ａ 給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計 Ｂ Ｂ／Ａ 一人当たり給与費

人 千円 千円 千円 千円 千円 千円
年度18

61 225,384 34,845 86,696 346,925 5,687 5,540

(注)１ 職員手当には、退職手当を含まない。
２ 職員数は、平成１８年４月１日現在の人数である。

( ) 特記事項3
【人件費削減措置】

区 分 項 目 削 減 内 容 削減措置実施期間

一般職 給 料 給料月額を一律５％削減 平成１９年度～平成２１年度

特別職の給料月額を次のとおり削減
給 料 町 長 円を 円に削減 平成１９年度～平成２１年度670,000 640,000

特別職 副町長 円を 円に削減595,000 575,000
教育長 円を 円に減額548,000 538,000

期末手当 削減後の給料月額で計算 平成１９年度～平成２１年度

( ) ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）4

(注）１ ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数である。
２ 類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。
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２ 職員の平均給与月額、初任給等の状況

( ) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成 年 月 日現在）1 19 4 1
① 一般行政職

平均給与月額
区 分 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額

（国ベース）

歳 円 円 円
黒松内町 40.8 302,800 343,800 327,657

歳 円 円 円
北 海 道 43.5 321,798 391,497 371,135

歳 円 円 円
国 40.7 325,724 383,541－

歳 円 円 円
類似団体 43.1 312,475 360,985 342,588

( ) 職員の初任給の状況（平成 年 月 日）2 19 4 1
区 分 黒 松 内 町（減額前） 北 海 道 (減額前) 国

大 学 卒 円（ 円） 円（ 円) 円161,700 170,200 153,180 170,200 170,200
一般行政職

高 校 卒 円（ 円） 円（ 円) 円131,500 138,400 124,560 138,400 138,400

( ) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 年４月１日現在）3 19
経 験 年 数 経 験 年 数 経 験 年 数

区 分
年以上～ 年未満 年以上～ 年未満 年以上～ 年未満10 15 15 20 20 25

大 学 卒 円 円 円244,600 304,300 346,700
一般行政職

高 校 卒 円 円 円231,500 270,900 329,500

３ 一般行政職の級別職員数等の状況

( ) 一般行政職の級別職員数の状況（平成 年 月 日現在）1 19 4 1
区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比

人 ％
１ 級 主事、技師、主事補、技師補

4 6.4

人 ％
２ 級 主任、主事、技師

7 11.1

人 ％
３ 級 主査、主任、主事、技師

12 19.1

課長、次長、上席主幹、主幹、 人 ％
４ 級

21 33.3主査、主任

人 ％
５ 級 課長、次長、上席主幹、主幹

5 7.9

人 ％
６ 級 課長、次長、上席主幹、主幹

14 22.2

人 ％
合 計

63 100.0

(注) １ 黒松内町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。
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(注) 平成 年に８級制から６級制に変更している （旧給料表の１級及び２級並びに４級及び５級をそれぞれ統合）18 。

４ 職員の手当の状況

( ) 期末手当・勤勉手当1

黒 松 内 町 北 海 道 国

１人当たり平均支給額(平成 年度) １人当たり平均支給額(平成 年度)18 18
－

千円 千円1,421 1,677

(平成 年度支給割合) (平成 年度支給割合) (平成 年度支給割合)18 18 18
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

月分 月分 月分 月分 月分 月分3.0 1.45 3.0 1.45 3.0 1.45
( )月分 ( )月分 ( )月分 ( )月分 ( )月分 ( )月分1.6 0.75 1.6 0.75 1.6 0.75

(加算措置の状況) (加算措置の状況) (加算措置の状況)
職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職段階別加算 ・役 職 加 算 ～ ％な し 5 20
～ ％( ･ は凍結) ・管理職加算 ～ ％5 20 H18 H19 10 25

・管理職加算 ～ ％10 25

(注) ( )内は、再任用職員に係る支給割割合である。

( ) 退職手当（平成 年４月１日現在）2 19

黒松内町 国

(支給率) 自己都合 勧奨・定年 (支給率) 自己都合 勧奨・定年
勤続 年 月分 月分 勤続 年 月分 月分20 23.50 30.55 20 23.50 30.55
勤続 年 月分 月分 勤続 年 月分 月分25 33.50 41.34 25 33.50 41.34
勤続 年 月分 月分 勤続 年 月分 月分35 47.50 59.28 35 47.50 59.28
最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分59.28 59.28 59.28 59.28

定年前早期退職特例措置( ％～ ％加算) 定年前早期退職特例措置( ％～ ％加算)その他加の算措置 その他の加算措置2 20 2 20
(退職時特別昇給 )
人当たり平均支給額 千円 千円1 12,386 24,772

(注) 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成 年度に退職した職員に支給された平均額である。18

( ) 時間外勤務手当3
千円支給実績(平成 年度決算)18 8,215
千円職員 人当たり平均支給年額（平成 年度決算）1 18 196
千円支給実績(平成 年度決算)17 6,884
千円職員 人当たり平均支給年額（平成 年度決算）1 17 197

(注) 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。
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( ) その他の手当（平成 年４月１日現在）4 19

国の制度 国の制度と 支 給 実 績 支給職員 人当たり1
18 1 8手 当 名 内容及び支給単価 ( 年度普通 平均支給年額(

との異同 異なる内容 会計決算) 年度普通会計決算)

・配偶者
月額 円13,000

・配偶者以外の扶養親族１人につき
扶 養 手 当 月額 円6,500

・配偶者のいない職員１人のみ 同 千円 円8,641 233,527
月額 円11,000

・ 歳に達する日後の最初の 月 日15 4 1
から 歳に達する日以後の最初の22
月 日までにある子3 31
月額 人につき 円加算1 5,000

・交通機関利用者(片道 以上)2km
月額 円限度として支給55,000

通 勤 手 当 ・自動車等使用者(片道 以上) 同 千円 円2km 428 71,261
通勤距離に応じて

円～ 円の範囲で支給2,000 24,500

・異動により同居していた配偶者と別
単 身 赴 任 居することとなり、単身で生活する 同 千円 千円0 0
手 当 こととなった職員に、交通距離に応

じ月額 円～ 円を支給23,000 45,000

・家賃の額が 円を超える借家等12,000
住 居 手 当 の場合、家賃に応じて 円を限 異 持家支給額 千円 円27,000 1,842 59,419

度に支給
・持ち家は 円又は 円2,500 2,000

・土、日曜日等に日直勤務を命ぜられ
宿日直手当 た職員（一般職）に支給 同 千円 円0 0

１回につき 円4,200

管理又は監督する地位にある職員支・
管理職手当 給 異 支給率 千円 円7,409 435,817

給料月額 ％～ ％6 10

初 任 給 ・行政職給料表の職務の級が 級以下2
調 整 手 当 の保健師に支給 異 対象者・率 千円 円121 121,350

給料月額 ％～ ％3 15

・世帯区分、扶養人数に応じて、 月11
寒冷地手当 から翌年 月までの毎月、 円～ 異 支給額 千円 円3 8,800 6,029 100,490

円を支給25,060
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５ 特別職の報酬等の状況（平成 年４月１日現在）19

区 分 給 料 月 額 等

(参考)類似団体における最高／最低額

給 町 長 円 （ 円） 円／ 円640,000 670,000 840,000 340,000
副 町 長 円 （ 円） 円／ 円575,000 595,000 705,000 346,000

料 教 育 長 円 （ 円） 円／ 円538,000 548,000 - -

報 議 長 円 円／ 円246,000 395,000 120,000
副 議 長 円 円／ 円194,000 310,000 93,300

酬 議 員 円 円／ 円164,000 290,000 79,600

期 町 長 （平成 年度支給割合）19
副 町 長 月分4.4

末 教 育 長

手 議 長 （平成 年度支給割合）19
副 議 長 月分4.4

当 議 員

（算定方法） （ 期の手当額） （支給時期）1
退 町 長 給料月額×在職年数× 月 千円 任期毎又は退職時5.313 13,601
職 副 町 長 給料月額×在職年数× 月 千円 任期毎又は退職時3.355 7,717
手 教 育 長 給料月額×在職年数× 月 千円 任期毎又は退職時2.937 6,320
当

備 考 退職手当については、減額後の金額にて算定

（注）１ 給料及び報酬の（ ）内は、減額措置を行う前の金額である。
２ 退職手当の「１期の手当額」は、 月 日現在の給与月額及び支給率に基づき、 期（ 年＝ 月）勤めた場合4 1 1 4 48

における退職手当の見込額である。

６ 職員数の状況

( ) 部門別職員数の状況と主な増減理由1
（各年 月 日現在）4 1

区 分 職 員 数 対 前 年
主 な 増 減 理 由

部 門 平成 年 平成 年 増 減 数18 19
2 2 0議 会

総 務 事務事業及び職員配置の見直しによる増17 19 2
普

4 4 0一 税 務

般 民 生 事務事業及び職員配置の見直しによる減通 6 5 -1
行 衛 生 事務事業及び職員配置の見直しによる減7 6 -1

会
政 農林水産 事務事業及び職員配置の見直しによる増10 11 1

1 1 0計 部 商 工

門 土 木 事務事業及び職員配置の見直しによる増3 4 1
部

＜参考＞
計 人口 万人当たり職員数 人50 52 2 1 155.92

人)( 類 似 団 体 の 人 口 万 人 当 た り の 職 員 数1 188.86
門

11 11 0教 育

＜参考＞
小 計 人口 万人当たり職員数 人61 63 2 1 188.91

人)( 類 似 団 体 の 人 口 万 人 当 た り の 職 員 数1 233.57
病 院 退職不補充による減公 24 22 -2
水 道 会計区分変更による減営会 2 1 -1

1 1 0企計 下 水 道

3 3 0業部 そ の 他

30 27 -3等門 小 計

＜参考＞91 90 -1
合 計

[ ] [ ] [ ] 人口 万人当たり職員数 人121 121 0 1 269.87

(注) １ 職員数は、一般職に属する職員数である。
２ [ ]内は、条例定数の合計である。
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( ) 年齢別職員数（一般職）構成の状況（平成 年 月 日現在）2 19 4 1

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳20 20 24 28 32 36 40 44 48 52 56 60
区 分 ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 計

未満 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 以上23 27 31 35 39 43 47 51 55 59
年 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人19

1 2 1 5 15 10 7 5 6 6 5 63職員数 -
年前 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人5

2 7 16 5 8 8 4 8 2 7 67職員数 - -

( ) 定員管理の数値目標及び進捗状況3
① 平成 年 月 日～平成 年 月 日における定員管理の数値目標17 4 1 22 4 1

平成 年 月１日 平成 年 月 日17 4 22 4 1
純 減 数 純 減 率

職 員 数 職 員 数

人 人 人 ％
52 49 3 5.8

(参考) 定員管理の数値目標（数・率）

計 画 期 間
数 値 目 標

始 期 終 期

17 4 1 22 3 31 48平成 年 月 日 平成 年 月 日 一般行政部門

② 定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要
（各年 月 日現在）4 1

区 分 年 年 年 年 年 年～ 年 (参考)17 18 19 20 21 17 19
部 門 計画始期 年目 年目 年目 年目 計 数値目標1 2 3 4

52 50 52 49 48 48職員数 －
一般行政

-2 2 -3 -1 0 0.0 -4増 減 － ( ％)

(注) １ 計画期間は、平成 年～平成 年の５年間である。17 21
２ ( ％)内の数値は、数値目標に対する進捗状況を示す。
３ 増減は、各年の欄にあっては前年対比の職員増減数を、計の欄にあっては計画１年目以降現年までの職

員増減数の累計を示す。

（参考） （各年 月 日現在）4 1

区 分 年 年 年 年 年 年～ 年 (参考)17 18 19 20 21 17 19
部 門 計画始期 年目 年目 年目 年目 計 数値目標1 2 3 4

12 11 11 12 12 12特別行政 職員数 －

0(教育) 増 減 － －-1 0 1 0
28 30 27 30 30 30公営企業 職員数 －

2 -3 3 0 2等 会 計 増 減 － －

92 91 90 91 90 90職員数 －
計

-1 -1 1 -1 -1 50 -2増 減 － ( ％)
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７ 公営企業職員の状況

( ) 簡易水道事業1

① 職員給与費の条項

ア 決算

総 費 用 純損益又は 職員給与費 総費用に占める (参考)
区 分 職員給与費比率 年度の総費用に占17

Ａ 実 質 収 支 Ｂ Ｂ／Ａ める職員給与費比率

千円 千円 千円 ％ ％
年度18

39,302 1,496 13,410 34.1 28.9

職員数 給 与 費 一人当たり (参考)
区 分 給 与 費 類 似 団 体 平 均

Ａ 給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計 Ｂ Ｂ／ 一人当たりの給与費

人 千円 千円 千円 千円 千 千円
年度18

2 7,249 1,201 2,951 11,401 5,701 6,895

(注) １ 職員手当には、退職手当を含まない。
２ 職員数は、平成 年 月 日現在の人数である。19 3 31

イ 特記事項

給料月額を一律５％削減【実施期間：平成１９年度～平成２１年度】

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成 年 月 日）19 4 1
区 分 平 均 年 齢 基 本 給 平 均 月 収 額

黒 松 内 町 歳 円 円55.9 416,000 590,862

団 体 平 均 歳 円 円45.3 375,666 572,943

(注) 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。

③ 職員の手当の状況

ア 期末手当・勤勉手当

黒 松 内 町 黒松内町（一般行政職・団体平均等）

１人当たり平均支給額(平成 年度) １人当たり平均支給額(平成 年度)18 18

千円 千円1,476 1,421

(平成 年度支給割合) (平成 年度支給割合)18 18
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

月分 月分 月分 月分3.0 1.45 3.0 1.45

(加算措置の状況) (加算措置の状況)
な し な し

イ 退職手当（平成 年４月１日現在）19

黒松内町 黒松内町（一般行政職・団体平均等）

(支給率) 自己都合 勧奨・定年 (支給率) 自己都合 勧奨・定年
勤続 年 月分 月分 勤続 年 月分 月分20 23.50 30.55 20 23.50 30.55
勤続 年 月分 月分 勤続 年 月分 月分25 33.50 41.34 25 33.50 41.34
勤続 年 月分 月分 勤続 年 月分 月分35 47.50 59.28 35 47.50 59.28
最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分59.28 59.28 59.28 59.28

定年前早期退職特例措置( ％～ ％加算) 定年前早期退職特例措置( ％～ ％加算)その他の加算措置 その他の加算措置2 20 2 20
(退職時特別昇給 ) (退職時特別昇給 )
人当たり平均支給額 千円 千円 人当たり平均支給額 千円 千円1 1 12,386 24,772

(注) 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成 年度に退職した職員に支給された平均額である。18
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ウ 時間外勤務手当

千円支給実績(平成 年度決算)18 200
千円職員 人当たり平均支給年額（平成 年度決算）1 18 100
千円支給実績(平成 年度決算)17 243
千円職員 人当たり平均支給年額（平成 年度決算）1 17 243

(注) 時間外勤手当には、休日勤務手当を含む。

エ その他の手当（平成 年４月１日現在）19

一般行政職 一般行政職 支 給 実 績 支給職員 人当たり1
手 当 名 内容及び支給単価 の制度との の制度と異 平 均 支 給 年 額

異同 なる内容 ( 年度決算) ( 年度決算)18 18

・配偶者
月額 円13,000

・配偶者以外の扶養親族１人につき
扶 養 手 当 月額 円6,500

・配偶者のいない職員１人のみ 同 千円 円516 258,000
月額 円11,000

・ 歳に達する日後の最初の 月 日15 4 1
から 歳に達する日以後の最初の22
月 日までにある子3 31
月額 人 円加算1 5,000

・交通機関利用者(片道 以上)2km
月額 円限度として支給55,000

通 勤 手 当 同 千円 千円・自動車等使用者(片道 以2km 0 0
上)
通勤距離に応じて

円～ 円の範囲で支給2,000 24,500

・家賃の額が 円を超える借家等12,000
住 居 手 当 の場合、家賃に応じて 円を限 同 千円 円27,000 222 110,750

度
・持ち家は、 円又は 円2,500 2,000

管理又は監督する地位にある職員支・
管理職手当 給 同 千円 円0 0

給料月額 ％～ ％6 10

・世帯区分、扶養人数に応じて、 月11
寒冷地手当 から翌年 月までの毎月、 円～ 同 千円 円3 8,800 263 131,700

円を支給25,060
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(２) 下水道事業

① 職員給与費の条項

ア 決算

総 費 用 純損益又は 職員給与費 総費用に占める (参考)
区 分 職員給与費比率 年度の総費用に占17

Ａ 実 質 収 支 Ｂ Ｂ／Ａ める職員給与費比率

千円 千円 千円 ％ ％
年度18

87,930 1,178 5,680 6.5 5.9

職員数 給 与 費 一人当たり (参考)
区 分 給 与 費 類 似 団 体 平 均

Ａ 給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計 Ｂ Ｂ／ 一人当たりの給与費

人 千円 千円 千円 千円 千 千円
年度18

1 3,029 225 1,120 4,374 4,374 6,866

(注) １ 職員手当には、退職手当を含まない。
２ 職員数は、平成 年 月 日現在の人数である。19 3 31

イ 特記事項

給料月額を一律５％削減【実施期間：平成１９年度～平成２１年度】

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成 年 月 日）19 4 1

区 分 平 均 年 齢 基 本 給 平 均 月 収 額

黒 松 内 町 歳 円 円34.3 243,750 341,831

団 体 平 均 歳 円 円44.4 373,334 571,401

(注) 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。

③ 職員の手当の状況

ア 期末手当・勤勉手当

黒 松 内 町 黒松内町（一般行政職・団体平均等）

１人当たり平均支給額(平成 年度) １人当たり平均支給額(平成 年度)18 18

千円 千円1,120 1,421

(平成 年度支給割合) (平成 年度支給割合)18 18
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

月分 月分 月分 月分3.0 1.45 3.0 1.45

(加算措置の状況) (加算措置の状況)
な し しな

イ 退職手当（平成 年４月１日現在）19

黒松内町 黒松内町（一般行政職・団体平均等）

(支給率) 自己都合 勧奨・定年 (支給率) 自己都合 勧奨・定年
勤続 年 月分 月分 勤続 年 月分 月分20 23.50 30.55 20 23.50 30.55
勤続 年 月分 月分 勤続 年 月分 月分25 33.50 41.34 25 33.50 41.34
勤続 年 月分 月分 勤続 年 月分 月分35 47.50 59.28 35 47.50 59.28
最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分59.28 59.28 59.28 59.28

定年前早期退職特例措置( ％～ ％加算) 定年前早期退職特例措置( ％～ ％加算)その他の加算措置 その他の加算措置2 20 2 20
(退職時特別昇給 ) (退職時特別昇給 )
人当たり平均支給額 千円 千円 人当たり平均支給額 千円 千円1 1 12,386 24,772

(注) 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成 年度に退職した職員に支給された平均額である。18
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ウ 時間外勤務手当

千円支給実績(平成 年度決算)18 181
千円支給職員 人当たり平均支給年額（平成 年度決算）1 18 181
千円支給実績(平成 年度決算)17 135
千円支給職員 人当たり平均支給年額（平成 年度決算）1 17 135

(注) 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

エ その他の手当（平成 年４月１日現在）19

一般行政職 一般行政職 支 給 実 績 支給職員 人当たり1
手 当 名 内容及び支給単価 の制度との の制度と異 平 均 支 給 年 額

異同 なる内容 ( 年度決算) ( 年度決算)18 18

・配偶者
月額 円13,000

・配偶者以外の扶養親族１人につき
扶 養 手 当 月額 円6,500

・配偶者のいない職員１人のみ 同 千円 円0 0
月額 円11,000

・ 歳に達する日後の最初の 月 日15 4 1
から 歳に達する日以後の最初の22
月 日までにある子3 31
月額 人 円加算1 5,000

・交通機関利用者(片道 以上)2km
月額 円限度として支給55,000

通 勤 手 当 同 千円 円・自動車等使用者(片道 以2km 0 0
上)
通勤距離に応じて

円～ 円の範囲で支給2,000 24,500

・家賃の額が 円を超える借家等12,000
住 居 手 当 の場合、家賃に応じて 円を限 同 千円 円27,000 0 0

度
・持ち家は、 円又は 円2,500 2,000

管理又は監督する地位にある職員支・
管理職手当 給 同 千円 円0 0

給料月額 ％～ ％6 10

・世帯区分、扶養人数に応じて、 月11
寒冷地手当 から翌年 月までの毎月、 円～ 同 千円 円3 8,800 44 44,000

円を支給25,060
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(３) 国民健康保険病院事業

① 職員給与費の条項

ア 決算

総 費 用 純損益又は 職員給与費 総費用に占める (参考)
区 分 職員給与費比率 年度の総費用に占17

Ａ 実 質 収 支 Ｂ Ｂ／Ａ める職員給与費比率

千円 千円 千円 ％ ％
年度18

474,564 5,252 249,326 52.5 51.7△

職員数 給 与 費 一人当たり (参考)
区 分 Ａ 給 与 費 類 似 団 体 平 均

給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計 Ｂ Ｂ／ 一人当たりの給与費

人 千円 千円 千円 千円 千円 千円
年度18

22 123,467 34,165 46,551 204,183 9,281 6,984

2 32,112 20,267 12,175 64,554 32,277 15,707医 師

4 19,651 1,570 7,479 28,700 7,175 -医療技術職

12 55,129 10,776 20,727 86,632 7,219 5,729看 護 師 等

3 12,041 1,419 4,489 17,949 5,983 6,664事 務 職

1 4,534 133 1,681 6,348 6,348 -技能労務職

(注) １ 職員手当には、退職手当を含まない。
２ 職員数は、平成 年 月 日現在の人数である。19 3 31

イ 特記事項

・ 医師及び事務職を除く職員について、平成１９年度より行政職給料表から医療職給料表
へ切替え

【医療職給料表(２)：薬剤師、放射線技師、検査技師、栄養士、調剤助手】
【医療職給料表(３)：看護師、準看護師】

・ 医師を除く職員の給料月額を一律５％削減【実施期間：平成１９年度～平成２１年度】

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成 年 月 日）19 4 1
ア 医師

区 分 平 均 年 齢 基 本 給 平 均 月 収 額

黒 松 内 町 歳 円 円49.1 1,368,000 2,446,682

類似団体平均 歳 円 円43.0 564,908 1,294,193

(注) 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。

イ 医療技術職(薬剤師、放射線技師、検査技師、栄養士)

区 分 平 均 年 齢 基 本 給 平 均 月 収 額

黒 松 内 町 歳 円 円53.1 399,750 572,320

(注) 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。

ウ 看護師(看護師、準看護師)

区 分 平 均 年 齢 基 本 給 平 均 月 収 額

黒 松 内 町 歳 円 円48.5 334,217 507,279

類似団体平均 歳 円 円37.0 293,387 473,921

(注) 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。
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エ 事務職

区 分 平 均 年 齢 基 本 給 平 均 月 収 額

黒 松 内 町 歳 円 円40.3 299,500 439,115

類似団体平均 歳 円 円44.2 356,683 552,044

(注) 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。

オ 技能労務職

区 分 平 均 年 齢 基 本 給 平 均 月 収 額

黒 松 内 町 歳 円 円55.3 359,000 502,768

うち調剤助手 歳 円 円55.3 359,000 502,768

(注) 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。

③ 職員の手当の状況

ア 期末手当・勤勉手当

黒 松 内 町 黒松内町（一般行政職・団体平均等）

１人当たり平均支給額(平成 年度) １人当たり平均支給額(平成 年度)18 18
医 師 千円6,088
医療技術職 千円 千円1,870 1,421
看 護 師 等 千円1,481
事 務 職 千円1,496
技能労務職 千円1,681

(平成 年度支給割合) (平成 年度支給割合)18 18
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

月分 月分 月分 月分3.0 1.45 3.0 1.45

(加算措置の状況) (加算措置の状況)
な し な し

イ 退職手当（平成 年４月１日現在）19

黒松内町 黒松内町（一般行政職・団体平均等）

(支給率) 自己都合 勧奨・定年 (支給率) 自己都合 勧奨・定年
勤続 年 月分 月分 勤続 年 月分 月分20 23.50 30.55 20 23.50 30.55
勤続 年 月分 月分 勤続 年 月分 月分25 33.50 41.34 25 33.50 41.34
勤続 年 月分 月分 勤続 年 月分 月分35 47.50 59.28 35 47.50 59.28
最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分59.28 59.28 59.28 59.28

定年前早期退職特例措置( ％～ ％加算) 定年前早期退職特例措置( ％～ ％加算)その他の加算措置 その他の加算措置2 20 2 20
(退職時特別昇給 ) (退職時特別昇給 )
人当たり平均支給額 千円 千円 人当たり平均支給額 千円 千円1 1,863 5,589 1 12,386 24,772

(注) 退職手当の１人当たりの平均支給額は、平成 度に退職した職員に支給された平均額であ18 年
る。

ウ 特殊勤務手当（平成 年４月１日現在）19

支給実績(平成 年度決算) 千円18 5,822

支給職員 人当たり平均支給年額(平成 年度決算) 円1 18 2,911,000

職員全体に占める手当支給職員の割合(平成 年度) ％18 9.1

手 当 の 種 類 （ 手 当 数 ）

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

院 長 円270,000
副院長 円研究、研修手当 医 師 200,000
医 師 円200,000

・手術料 件 点以上のものにつき、1 2,000
100 15手 術 手 当 医 師 手 術 当 該手術の 分の

・従事する医師が 人以上の場合は、支2
給すべき手術手当は分割支給

100 40往 診 手 当 医 師 往 診 往診料の 分の
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エ 時間外勤務手当

千円支給実績(平成 年度決算)18 1,689
千円支給職員 人当たり平均支給年額（平成 年度決算）1 18 99
千円支給実績(平成 年度決算)17 1,110
千円支給職員 人当たり平均支給年額（平成 年度決算）1 17 65

(注) 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

オ その他の手当（平成 年４月１日現在）19

一般行政職 一般行政職 支 給 実 績 支給職員 人当たり1
手 当 名 内容及び支給単価 の制度との の制度と異 平 均 支 給 年 額

異同 なる内容 ( 年度決算) ( 年度決算)18 18

・配偶者
月額 円13,000

・配偶者以外の扶養親族１人につき
月額 円又は 円6,000 6,500

扶 養 手 当 ・ 歳に達する日後の最初の 月 日 同 千円 円15 4 1 1,596 199,500
から 歳に達する日以後の最初の22
月 日までにある子3 31
月額 人 円加算1 5,000

・交通機関利用
月額 円限度55,000

通 勤 手 当 ・自動車等使用者 同 千円 円535 133,816
通勤距離に応じて

円～ 円の範囲で支給2,000 24,500

・家賃の額が 円を超える借家等12,000
住 居 手 当 の場合、家賃に応じて 円を限 同 千円 円27,000 390 195,000

度
・持ち家は、 円又は 円2,500 2,000

・土、日曜日等に日直勤務を命ぜられ
宿日直手当 た職員に支給 異 支給額 千円 円9,720 4,860,000

医 師 １回につき 円20,000
看護師等 １回につき 円7,000

・管理職員を対象に給料月額の
管理職手当 同 千円 円5,292 881,952

％～ ％6 13

・世帯区分、扶養人数に応じて、 月11
寒冷地手当 から翌年 月までの毎月、 円～ 同 千円 円3 8,800 1,585 66,033

円を支給25,060

・正規の勤務時間として午後 時から10
翌日午前 時までの間に勤務するこ5

夜 間 勤 務 とを命ぜられた職員に、その勤務し 千円 円2,315 154,340
手 当 た全時間に対し、勤務 時間当たり1

の給与額に 分の の割合を乗じ100 25
て得た額を支給

・看護師、準看護師が正規の勤務時間
夜 間 看 護 による勤務の一部又は全部が深夜に
手 当 おいて行われる看護等の業務に従事 千円 円5,110 365,000

したときに支給
勤務１回につき 円7,000


